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論 文 内 容 の 要 旨 
社会福祉支援では、生活課題について、高齢者の主体的な認識から把握することの重要性が指摘される。そ
こで、在宅高齢者が、生活課題について感じている困りごとを、社会福祉支援の専門職が理解し支援するため
の留意点を示すために、以下の4点について研究を行った。それらは、①日常生活における生活課題を、高齢
者の身体状況や精神心理状況から明らかにすること、②日常生活における「困りごと」を測定するための尺度
を作成すること、③どのような身体や精神心理状況、また環境状況にある高齢者が日常生活における「困りご
と」を感じているのかを明らかにすること、④日常生活における「困りごと」と生活満足感との関連を明らか
にすること、である。本研究では、これらの点を明らかにするために2つの調査データを用い統計的に分析を
行った。調査対象者は、在宅で生活をしている要援護高齢者である。本研究の分析結果より、生活課題につい
て、高齢者の主体的な認識を問うことで、客観的な側面から断片的に理解されてきた高齢者の身体や精神心理
状況、また環境状況が、高齢者の視点を起点に関係性を持って理解できること、そして、高齢者自身の生活課
題に対する主体的な位置づけが生活満足感との関係性の中でより明確にできることを示した。高齢者の困りご
とについて、個人要因や環境要因、また、QOLの主観的側面という軸の中で整理をすることで、生活の全体や
主体的側面の把握が可能になることを実証的に検証した研究はなく、本研究の意義が強調された。また、昨今
では、生活課題に対する専門職の支援効果を、高齢者の主体的な認識に基づき評価することも求められている
が、それらの評価指標は、生活満足感をはじめとする高齢者の主観的なQOLとの関係性について十分に反映す
るものであること、さらに、個人要因や環境要因に関する高齢者の認識を十分に反映するものであることの必
要性が、本研究知見より強調された。高齢者本人の視点に基づく生活課題を把握するための指標開発を行って
いく上でも、本研究において知見の蓄積がなされたことは意義深い。これらの知見を踏まえ、社会福祉支援の
専門職が高齢者の生活課題を把握する上で重要となる3点が提言された。それらは、1) 基本的な生活課題につ
いて高齢者自身が感じている困りごとを的確に把握しておくこと、 2) 困りごとについて個人要因と環境要因と
から把握すること、3) 生活の主体的側面と満足感について把握すること、である。本研究において提言された
点について留意し、高齢者の生活課題を把握し支援することで、高齢者のより質の高い生活支援が可能になる
といえる。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、在宅要援護高齢者が日常生活における困りごとである生活課題をいかに感じるかを、実証的に明
らかにしたものである。具体的には、①高齢者の身体状況や心理状況から、日常生活において感じている生活
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課題の明確化、②日常生活において高齢者が感じている生活課題を測定する尺度作成、③高齢者が日常生活に
おける生活課題をどのような身体・心理・社会状況のもとで感じるのかの明確化、④日常生活において感じて
いる生活課題と生活満足度との関連の明確化、の４点である。高齢者自身が感じる困りごとである生活課題は
フェルト・ニーズ（体感的生活課題）とされ、その把握が不可欠であるにも関わらず、今日までこうした視点
での量的調査での実証研究は殆ど皆無である。 
 本論文は６章構成と成っており、第１章では、高齢者の生活課題について海外の文献リビューを行い、高齢
者の生活課題発生背景について概念整理をした。第２章では、高齢者の基本的な生活行為とされる「排泄」「入
浴・清潔保持」「食事」が困難となる背景に身体・心理といった個人要因だけではなく、環境要因も把握してお
くことの重要性を実証した。第３章では、高齢者自身が感じている生活課題の測定尺度を「基本的生活行為」
「手段的生活行為」「健康管理」「在宅生活における心理的な状態」「支援の授受」の5領域12下位尺度（44項
目）で作成し、各困りごと領域間での相互関連性の高さから、高齢者自身の困りごとの把握には、身体面だけ
でなく、心理・社会面での困りごとについても把握しておくことの必要性を示した。第４章では、生活支援の
対象となる「入浴整容・排泄」や「食事」といった「基本的生活行為」、「日常家事」や「金銭管理」といった
「手段的生活行為」についての生活課題は、個人要因のみで明らかになるものと、個人要因と環境要因の両者
でもって明らかになるものがあることの知見を得、その理由を明らかにした。第５章は、困りごとの尺度変数
と生活満足度との関連性を明らかにし、高齢者の生活満足感には高齢者自ら主体的に社会に関わることで、支
援関係での互酬性を保つことや、心理的な領域での困りごとに配慮することが重要であることを示唆した。第
６章では要援護在宅高齢者の生活課題に関する研究成果を総括している。 
 本論文に対する評価としては、高齢者が感じている生活課題を量的に分析することで、従来断片的にしか理
解されてこなかった高齢者の生活課題についての身体・心理・環境的背景が理論的に明確にされたことにある。
本論文は新たな研究領域に切り込んだ先駆的研究ゆえに試論的側面もいなめないが、社会福祉援助において個
人要因や環境要因に関する高齢者の認識を反映した研究を今後一層発展させていく研究として大きく寄与でき
るものであり、審査委員会は本論文が博士（学術）の学位に値するものと認めた。 
 
